
【
環
境
放
射
線
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
】
で
の
過
去
最
高
濃
度
は

〇
・
八
五
一
ベ
ク
レ
ル
／

ｋ
ｇ

日
本
の
原
子
力
施
設
周

辺
の
海
産
物
に
つ
い
て
、
原

子
力
規
制
庁
『
環
境
放
射
線

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
か
ら
、
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
の
全

試
料
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

一
九
六
九
年
～
二
〇
一
六

年
ま
で
の
七
七
七
四
試
料
中
、

検
出
は
一
七
二
二
試
料
（
２

２
・
２
％
）
で
す
。
最
高
濃

度
は
佐
賀
県
八
田
浦
一
九
七

八
年
六
月
二
一
日
測
定
の
藻

類
で
０
・
８
５
１
ベ
ク
レ
ル

／
ｋ
ｇ
で
し
た
。
三
〇
ベ
ク

レ
ル
／
ｋ
ｇ
が
如
何
に
高
い

数
値
で
あ
る
か
分
か
り
ま
す
。

＊
私
達
の
学
習
会
で
は
、
原

子
力
規
制
庁
『
環
境
放
射
線

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
は
、
福
島

第
一
原
発
事
故
炉
周
辺
海
域

は
特
別
扱
い
で
、「
測
定
デ
ー

タ
の
全
て
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
よ
う
だ
」

と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ラ
ス
・
コ
ウ
ナ
ゴ
は

離
乳
食
に
使
用

こ
の
よ
う
な
数
値
が
出
て

い
る
の
に
、
福
島
第
一
原
発

か
ら
十
㌔
～
二
十
㌔
圏
内
で

本
年
三
月
か
ら
コ
ウ
ナ
ゴ
が
、

七
月
か
ら
シ
ラ
ス
が
全
面
禁

漁
か
ら
「
試
験
操
業
」
と
さ

れ
、
市
場
に
出
回
り
始
め
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
小
魚
は
離

乳
食
に
使
わ
れ
、
乳
幼
児
が

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
を
体

内
に
取
り
込
む
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
基
準
を

大
き
く
超
え
て
い
る

今
や
る
べ
き
は
乳
幼
児
の

離
乳
食
に
も
な
る
シ
ラ
ス
、

コ
ウ
ナ
ゴ
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
９
０
の
厳
密
、
広
範
な
測

定
作
業
で
す
。
ベ
ラ
ル
ー
シ

の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０

の

食
品
安
全
基
準
は
幼
児
用
食

品
で
は
一
・
八
五
ベ
ク
レ
ル

／
ｋ
ｇ
以
下
で
す
。
日
本
で

は
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
の

食
品
安
全
基
準
値
は
未
決
定

で
す
。

《天恵の海》
２０１７（平成 ２９）年

９月 １６日
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から約１７ｋｍ

七
月
一
三
日
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ン
グ
ス
（
株
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
『
魚

介
類
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
測
定
結
果
』
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

注
目
す
べ
き
は
「
ク
ロ
ダ
イ
」
の
項
目
で
す
。
木
戸
川
沖
合
二
㌔
付
近
で

本
年
一
月
二
八
日
採
取
さ
れ
た
ク
ロ
ダ
イ
の
骨
と
身
全
体
か
ら
、
、
二
七
ベ

ク
レ
ル
／
ｋ
ｇ
と
三
〇
ベ
ク
レ
ル
／
ｋ
ｇ
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
が
測

定
さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
測
定
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
驚
く
べ
き
高
い
数
値
で
す
。

ク
ロ
ダ
イ
は
「
チ
ヌ
」
と
も
呼
称
さ
れ
、
沿
岸
砂
泥
地
の
海
に
す
み
、
ゴ
カ

イ
や
ウ
ニ
、
貝
類
、
シ
ラ
ス
、
コ
ウ
ナ
ゴ
な
ど
の
小
魚
を
補
食
し
生
息
し
て

い
ま
す
。
ク
ロ
ダ
イ
自
体
は
今
の
と
こ
ろ
福
島
県
沖
の
出
荷
制
限
魚
種
で
す

が
、
ク
ロ
ダ
イ
が
捕
食
し
て
い
る
小
魚
や
貝
類
な
ど
に
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９

０
の
汚
染
が
あ
り
食
物
連
鎖
に
よ
り
ク
ロ
ダ
イ
に
蓄
積
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
広
範
な
汚
染
が
心
配
さ
れ
対
策
が
必
要
で
す
。

東電ホームペイジ

http://www.tepco.co.jp/nu/fukushima-np/f1/s

mp/2017/images3/fish03_170713-j.pdf

コウナゴ

クロダイ（魚類図鑑より）



八
月
二
五
日
、
三
陸
の
海
・

い
わ
て
の
会
の
二
人
で
、
訪

問
し
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９

０
や
ト
リ
チ
ウ
ム
の
測
定
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

簡
略
に
報
告
し
ま
す
。

い
わ
き
市
小
名
浜
、
た
ら
ち

ね
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
測
定
室

常
磐
自
動
車
道
か
ら
下

り
て
い
わ
き
市
内
小
名
浜

に
入
り
、
中
心
部
の
花
畑
町

交
差
点
に
さ
し
か
か
る
と

カ
ネ
マ
ン
ビ
ル
が
あ
り
、

「
た
ら
ち
ね
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

の
標
示
塔
が
ビ
ル
の
て
っ

ぺ
ん
に
立
っ
て
い
て
す
ぐ

分
か
り
ま
し
た
。

前
も
っ
て
連
絡
し
て
お

き
ま
し
た
が
、
広
報
担
当
者

が
丁
寧
に
案
内
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

設
立
の
趣
旨
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
「
趣
意
書
」
に

は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。

◇
「
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
り
放
射
能
汚
染
下
で

不
安
な
生
活
を
強
い
ら
れ

た
市
民
自
身
が
、
よ
り
良
く

よ
り
強
く
生
き
て
ゆ
く
た

め
に
「
市
民
放
射
能
測
定

所
」
の
設
立
が
必
要
で
し
た
。

不
安
の
払
拭
は
そ
の
正
体

を
追
い
詰
め
、
正
し
く
認
知

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

事
実
を
見
つ
め
る
こ
と
な

く
曖
昧
で
不
誠
実
な
言
葉

で
取
り
繕
う
こ
と
は
、
目
に

は
見
え
な
い
が
確
か
な
焼

け
野
原
に
立
っ
て
い
る
私

達
に
は
、
も
は
や
前
時
代
の

も
の
で
し
か
な
い
。
私
達
は

地
域
住
民
と
と
も
に
、
被
曝

の
事
実
を
一
つ
ひ
と
つ
確

か
め
て
ゆ
く
と
こ
ろ
か
ら

始
め
ま
す
。
」

◇
設
立
は
３
・
１
１
福
島
事

故
直
後
か
ら
始
ま
っ
た
と

い
い
ま
す
。
二
〇
一
一
年
五

月
、
食
材
の
セ
シ
ウ
ム
１
３

４
，
１
３
７
等
の
測
定
か
ら

始
め
、
同
年
十
月
九
日
に
は

正
式
に
測
定
室
と
し
て
出

発
し
ま
し
た
。

◇
二
〇
一
四
年
に
は
、
光
電

子
増
倍
管
装
備
の
液
体
シ

ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー
を
導
入
し
、
操
作
技
術

習
得
訓
練
を
行
い
、
二
〇
一

五
年
四
月
か
ら
、
ト
リ
チ
ウ

ム
や
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９

０
の
測
定
依
頼
を
受
け
付

け
て
測
定
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
六
年
に
は
「
子
供

ク
リ
ニ
ッ
ク
・
た
ら
ち
ね
」

を
開
所
し
、
内
科
・
小
児
科

医
が
常
駐
し
、
診
療
活
動
や

保
健
診
療
を
開
始
。
甲
状
腺

検
診
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
専

門
医
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

っ
て
、
年
齢
三
才
以
上
を
対

象
に
、
日
時
を
定
め
て
福
島

県
内
及
び
隣
県
で
巡
回
検

診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
子

供
人
間
ド
ッ
ク
」
の
機
能
も

備
え
子
供
健
康
相
談
も
行

っ
て
ま
す
。

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に

よ
る
海
の
汚
染
反
対
の
運

動
を
続
け
て
い
る
「
豊
か
な

三
陸
の
海
を
守
る
会
」
会
長

の
田
村
剛
一
氏
は
昨
年
末

以
来
体
調
を
崩
し
、
七
月
八

日
山
田
町
で
病
没
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
七
八
才
。

田
村
会
長
は
二
〇
〇
五

年
、
同
会
の
結
成
に
関
わ
り
、

会
長
に
推
さ
れ
、
以
来
一
二

年
間
に
亘
っ
て
運
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
豊
か
な
三

陸
の
海
を
末
代
ま
で
残
こ

そ
う
と
の
呼
び
か
け
は
多

く
の
住
民
の
共
感
を
呼
び
、

「
放
射
能
海
洋
放
出
規
制

法
」
の
制
定
を
求
め
て
国
会

や
内
閣
へ
の
請
願
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自

治
体
か
ら
の
意
見
書
提
出

を
求
め
て
県
内
全
市
町
村

議
会
を
回
り
五
年
目
に
は

県
内
三
五
市
町
村
中
三
四

の
議
会
が
可
決
し
ま
し
た
。

「
放
射
能
汚
染
ス
ト
ッ
プ

市
民
集
会
ｉ
ｎ
宮
古
」
は
約

四
〇
〇
人
も
集
ま
り
全
国

的
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

七
月
一
二
日
、
山
田
町

内
龍
昌
寺
で
の
葬
儀
で
は
、

「
守
る
会
・
共
同
代
表
」
の

菅
野
和
夫
氏
が
弔
辞
を
読

み
、
ま
た
、
三
陸
大
津
波
の

直
後
、
宮
古
市
で
の
同
会
主

催
講
演
会
の
講
師
を
勤
め

た
作
家
の
広
瀬
隆
氏
始
め
、

全
国
か
ら
多
く
の
弔
電
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

豊
か
な
三
陸
の
海
を
守

る
会
は
去
る
五
月
二
八
日
、

総
会
を
開
催
し
、
運
動
の
継

承
発
展
を
図
る
た
め
、
横
田

有
平
前
副
会
長
や
菅
野
和

夫
前
事
務
局
長
な
ど
六
人

の
共
同
代
表
を
選
出
し
て

新
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

Hidex 300SL/SLL

フィンランド製の最

新鋭の機械。

ストロンチウム９０

やトリチウムの測定

に威力を発揮します。

市民からの委託試料

を測定します。

ストロンチウム９０
◆メバルの骨 福島原発沖

2014 年 11 月 採取

1.46Bq/kg 乾 不確かさ±0.09

＊検出限界値 0.24Bq/Kg 乾

◆メバルの骨
2015 年 9 月 6日採取

1.92Bq/kg 骨乾 ±0.089

＊検出下限値 0.24Bq/kg 骨乾

◆お茶 採取 原発南西 4.5km

大熊町 2015 年４月 24 日

5.23Ｂｑ/ｋｇ乾

＊検出限界 0.41Ｂｑ/ｋｇ乾

◆しらす 原発から南南西 110km

茨城県 2015 年 7 月 28 日

検出限界以下

＊検出限界 0.21Bq/kg 乾

『たらちね』のホームページは

http://www.iwakisokuteishitu.co

m/index.html

在りし日の田村会長龍昌寺での葬儀


